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美保湾における人工魚礁の現状と課題に関する報告会の開催について 

 

令和６年１２月６日  

 

  このことについて、下記のとおり実施しますので、お知らせします。 

 

記 

 

１ 期 日  令和６年１２月１６日（月）午後２時から午後２時４５分まで 

 

２ 場 所  鳥取県漁業協同組合淀江支所（鳥取県米子市淀江町淀江９９２－１１）  

 

３ 参加者   海洋科教員２名、海洋科３年生７名 

 

４ 概 要 

・本校海洋科は昨年度から水中ドローンを用いた沈没船の調査や小学生を対象とした環境教

育を実施している。 

・淀江支所の漁業者とは１０年以上前から生徒の漁業体験でお世話になっている。 

・引縄漁業をされている漁業者から、調査をしてほしい人工魚礁のリストをいただき、今年の

１１月に人工魚礁のリストの１つの撮影に成功した。 

・この度の報告会では漁業者に水中ドローンで生徒が撮影をした人工魚礁の映像を見ていた

だき、人工魚礁の現状を知っていただく機会とする。 

・さらに高校生が考察した美保湾の人工魚礁の課題や改善策についても報告し、漁業者からい

ただいた意見を元にして、水産研究活動実践報告会において鳥取県の水産関係者へ人工魚礁

の設置や管理に関する提案をおこなうこととしている。 

 

  水中ドローンによる調査の様子 

      


